




助成事業細目

助成対象者名

事業名

優先順位／申請件数 1 位／ 1

事業実施期間

目的及び期待される効果

人 人

日 日

人 人

備考

〔委任がある場合の内容〕

WUCトライアウト令和2年4月18.19日・25.26日5月23.24日・30.31日、Ｕ-19トライアウト5月9,10日・16,17日6月20.21日、
ＩＢトライアウト7月24.27日・11月28.29日、ＩＢ渡航令和3年1月13日～1月20日

本事業は、国際競技力の向上を目的とする競技者育成プログラムにおいて重要な位置を占める事業である。国際競技力
を向上させるためには、日本人特有のスピードや敏捷性を生かした戦略・戦術を磨くことが重要であることは言うまでもない
が、アメリカ選手と対等以上に戦うために必要な筋力、スピードを身に着けることがそれ以上に重要であり、そのためには若
いころからアメリカ選手との対戦を経験させることは非常に有益と思われる。そこで、将来有望と思われる選手を「国内トライ
アウト」にて発掘し、毎年1月にアメリカ合衆国テキサス州で開催される「世界選抜育成キャンプ」に派遣し、アメリカチームと
対戦させることによって国際競技力の向上を図る。また、そこで育てた選手も含めＵ-19，カレッジ世界大会に向けてのトライ
アウトを行なうことで、さらに優秀な選手を育てることができる。

130

 事業と「競技者育成
プログラム」との関連

競技者育成プログラム_JAFA参照

※申請事業の競技者育成プログラムでの位置付けが分かる該当ページのコピーを添付。

事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

情報の公開方法
（複数選択可）

公表する内容
（複数選択可）

具体的な事業の内容

事業の詳細

第一段階として、将来有望と思われる選手を「国内トライアウト」によって選抜し、第二段階として、国内ト
ライアウトで選抜された選手を、「世界選抜育成キャンプ」に派遣して国際競技力の向上を目指すもので
ある。
「世界選抜育成キャンプ」は、ユース・ジュニア層のフットボールを統括する団体（USA Football）とIFAFの
共同事業として実施されるもので、世界各国から選抜された19歳未満の選手（U-19）がアメリカの熟練
コーチの指導を受け、チームを編成してアメリカチームと対戦するものである。カナダは毎年１～３チーム
を派遣しており、日本はカナダにならい、昨年度同様単独チームを編成できる４０名の選手と4名のコーチ
を派遣してアメリカの熟練コーチの指導による強化キャンプを経てアメリカ代表チームとの対戦を経験さ
せる。その後2年に1度のＵ-19、カレッジ世界大会に向けトライアウトを行なう。

事業の第三者への委任（委託等）の有無

前年度実績及び
当該年度見込（目標）

令和元年度実績(見込含む)
※実施団体のみ記載

令和２年度見込

延べ参加人数 1,428 2,040

活動日数 20 26

各年代の代表選手輩出数 40

件中　（将来性を有する競技者の発掘及び育成活動助成における順位を記入）

事業計画書
【将来性を有する競技者の発掘及び育成活動助成】

タレント発掘・一貫指導育成事業

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

世界選抜育成キャンプおよびＵ-19・カレッジ世界大会に向けてのトライアウト

ＨＰで公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

広報誌・会報誌等で公開する

情報開示請求があった場合に開示する

有 無

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開する）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）











1 位／ 1

回

人 人

人 ％

人 ％

人 ％

人観覧者数（見込）

緊急体制（予定）

(うち障がい者参加予定人数) 0 障がい者予定参加割合 0.00

実施日における運営スタッフ
（請負業者を除く）の平均参加
予定人数

4
　　平均参加人数に対する
　　運営スタッフの割合

3.64

平均参加予定人数（見込）
※スタッフ・観覧者は除く。

110 総参加人数（見込） 990

(うち地域住民（貴団体の所在
する都道府県内に住む方）の
参加予定人数)

0 地域住民参加割合 0.00

標準記録等条件の設定
　標準記録等の
　内容

事業（大会・教室等）の
予定実施回数

9 ※左の欄に数値を入力すると、右の欄は自動で割合が計算される。

開催場所 東京、大阪、名古屋、愛媛、北海道、仙台、福岡、他

事業の目的
（いずれか１つのみ選ぶこと）

事業の参加者

　くじ助成金以外の収入の増加に
　向けた取り組みを行う

具体的な取り組みを行う場合には、その内容を以下に記入すること。

参加選手から参加費を徴収する

事業の内容

■安全講習会(Heads Up Football)への指導者の派遣：安全（頭部頸部外傷）に配慮した競技の普及
を目指し正しい技術の取得をフットボール未経験者から指導者まで講義と実技にて指導。また、技術
とともに体作り、安全面に着目し、「栄養講座」「トレーニング講座」および「正しい防具フィッティング講
座」を1つのプログラムとして指導する。

事業予算の確保状況

具体的な事業の内容
(種目･期間･場所･対象者等)

〔実施事業の内容〕

開催期間・開催日 安全講習会（Heads Up Football)への指導者派遣：6/6、 7/5,12,19,26、 3/7,13,14,21

主催者 益社団法人日本アメリカンフットボール協会

共催者 なし

主催・共催者において、助成
事業者以外の財政負担額

事業名 アメリカンフットボールアカデミー

優先順位／申請件数 件中　　（スポーツ活動推進事業における順位を記入）

目的及び期待される効果

事業の特長 左記に該当する場合には、その理由を記入すること

年齢層を細分化して実施し、ユース、ジュニアの育成にも力を入れる。

基本技術を中心にアカデミーコーチ（日本代表コーチ又はその候補者）が一貫した指導を
行うので、全体のレベルアップが期待できる。

事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目 スポーツ活動推進事業（スポーツ指導者の養成・活用）

助成対象者名 公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

高齢者のスポーツ活動の支援

障がい者のスポーツ活動の支援

自己財源確保済 自己財源未確保（助成金の交付がないと事業規模が縮小する場合も含む）

女性アスリートの支援

地域のスポーツ環境の整備

ジュニアの育成・子どもの体力向上

競技水準の向上

医師が待機 看護師が待機 会場にＡＥＤを設置 該当なし

あり なし

事業のために参加者を募集し、希望者は誰でも参加できる

行う 行わない

事業のための参加者募集はせず、クラブ会員や特定チームのみ参加する

代表選手等選抜された者のみ参加できる

地域において、広く参加者を募集し、スポーツの普及や競技技術の向上のために開催する事業

当該国を統括する競技団体が派遣する代表チームが参加する事業

各競技種目や年代別の日本選手権大会

全国の予選会等において選抜された代表選手が出場する事業
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事業名 アメリカンフットボールアカデミー

事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目 スポーツ活動推進事業（スポーツ指導者の養成・活用）

助成対象者名 公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

事業の実施計画の公表

※本計画書はＡ４サイズ２頁で印刷してください。

備考

公表する内容
（複数選択可）

事業実施後に、参加者等に
対する満足度調査を行うか

実施方法 参加者へのアンケート調査：一部、からだづくりアンケートで実施する。

情
報
公
開

事業を広報・PRするための手
段（複数選択可）

事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

情報の公開方法
（複数選択可）

ＨＰで参加者募集を告知する

広くチラシを配布する

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知する

行う 行わない

特定の参加者・団体へ声をかけ、参加を呼びかける

ＨＰで公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

広報誌・会報誌等で公開する

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開する）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）

情報開示請求があった場合に開示する
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助成事業細目

助成対象者名

事業名

目的及び期待される効果

情報の公開方法
（複数選択可）

公表する内容
（複数選択可）

備考

事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

具体的な事業の内容

〔実施事業の内容〕

○令和2年度アメリカンフットボール検査対象競技会
　①12月14日（予定）　第75回毎日甲子園ボウル
　　　　　　　　　　　　　　会場：甲子園球場
　②12月15日（予定）　JAPAN X BOWL　2020
　　　　　　　　　　　　　　会場：東京ドーム
　③1月3日（予定）　　　第74回ライスボウル　　　　　　　　競技会検査　　　　12検体（尿）
　　　　　　　　　　　　　　会場：東京ドーム                  　 競技会外検査　　　6検体（尿）

ドーピング検査を実施することで、スポーツの価値、競技の公平性、競技の健康を守ることが出来る。更に競技者
がクリーンであることを照明することにより、国内・国外にアピールすることが出来る。

事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

ドーピング検査推進事業（ドーピング検査事業）　※競技団体用

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

ドーピング検査

ＨＰで公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

広報誌・会報誌等で公開する

情報開示請求があった場合に開示する

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開する）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）









助成事業細目

助成対象者名

事業名

目的及び期待される効果

既設 回 既設 回

4 回 6 回

110 人 160 人

2 人 2 人

2 回 4 回

情報の公開方法
（複数選択可）

公表する内容
（複数選択可）

事業実施後に参加者等に
対する満足度調査を行うか

実施方法

備考

・一昨年の「日本大学悪質タックル問題」や昨年の大学の不祥事から厳格かつ公正な対応をすることはもちろんであるが、これ
らが氷山の一角であるとの認識のもと、日本のアメリカンフットボールから暴力・ハラスメントといったスポーツマンシップ、フェア
プレイ精神を妨げる要因を排除するとともに、アメリカンフットボールをスポーツマンシップとフェアプレイ精神に満ちた競技ス
ポーツにするための活動を行なう。
・日本アメリカンフットボール協会（JAFA）は平成25年度に内部通報規程や倫理懲罰規程を定めるとともに、暴力・ハラスメントの
有効な監視体制の整備を進めているところであり、JAFA理事会が中心となって監視体制の整備をさらに進める。
・一方で暴力・ハラスメントといったスポーツマンシップ、フェアプレイ精神を妨げる事象が発生しえない風土を醸成する活動が必
要である。そのためには、スポーツマンシップとは何か、フェアプレイとは何か、を皆で考え、アメリカンフットボールの活動を通じ
てスポーツマンシップを身に着け、競技の場においてフェアプレイを実践するには何をすべきか、をアメリカンフットボールの競技
に携わるみんなで考える場をJAFAが中心となって作って行くこととしたい。

事業計画書
【スポーツ団体スポーツ活動助成】

組織基盤強化事業（スポーツ団体ガバナンス強化事業）

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

フェアプレイ推進事業

前年度実績及び
当該年度見込（目標）

令和元年度実績(見込含む)
※実施団体のみ記入

令和２年度見込

組織統治に向けた自発的な取組件数
※コンプライアンス委員会及び内部通報制
度の設置など

研修会開催回数

研修会参加人数

専門家配置人数
※ＮＦのみ記入

ＮＦへの専門家指導・助言回数
※統括団体のみ記入

具体的な事業の内容

〔ガバナンス強化に関する課題〕

・フェアプレイの精神、スポーツマンシップに対する認識が甘く適切な指導が不足しているい。

〔実施事業の詳細〕

・内部通報規程にある「協会外の相談窓口」を運用する。外部法律事務所に窓口対応を委託し連絡先をHPで公開する。
・「相談窓口」に通報があった場合、内部通報規程に則り、専門家等の適切な対応を行う。

事業の実施状況及び
実施結果並びに

助成金の使途に関する
情報の公開方法

行う 行わない

ＨＰで公開する

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備する

広報誌・会報誌等で公開する

情報開示請求があった場合に開示する

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開する）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開する）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開する）










